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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・大下伸治様(北病棟入院中)がデイケアを本日見学しています。体験利用予定日は11/10(木)9:30～16:00。グループホームへの体験外泊は11/9(水)13:00～11/10(木)16:00までとなっています。
・松川順子様のサービス担当者会議が11月11日(金)16:00から北病棟で開催予定となっています。担当スタッフ：小滝さんは参加するようお願いします。

・慶長JGM、11/11（金）弘前へ電子カルテの使用施設に見学に行きます。そのため、勤務変更となっています。（石渡さんD→N勤務へ）

・経過記録、疾患別診療計画書の未提出の方は、提出期限11/11（金）まで。終わり次第小嶋SGMまで報告。遅れるときは、いつ提出できるのか報告して下さい。

・クリスマス会の企画書担当者は、（藤田、馬場、斎藤）提出期限は11/16(水)朝まで。

・11/15（火）までに行動観察メモの記録作成をする。

・疾患別計画書は、デイナイト､ナイトが必要。12/30付けで作成。提出期限12/23(金)までです。

・ケアアセスメント表は、12/1（木）から作成し、提出期限12/9(金)までです。

＜利用者様情報＞
デイケア

・繁名　和恵様～スタッフへ相談があると話をしている。昨晩就寝前薬の睡眠薬を服用せ　　　　　　　　ず、今朝6時に服用したとのこと。理由について「朝早い時間だから、青山にも人が居ないし青風の番号はわからないし、プログラムでも飲むように言われていたから」と話す。服薬時間がずれた際は、必ず世話人等に連絡をするよう促す。眠気を訴え静養室で休みたいと希望しているが、様子を観察する必要があることを伝えホールで休んで頂いている。テーブルに伏せ休んでいるが、時折立ち上がり移動をしている。歩行時にふらつきはみられず。上記の件をグループホーム世話人へ連絡すると、今朝の訪問時に世話人に伝えている内容と相違がある。世話人へは「夜8時の薬を朝6時に飲んで、また6時に飲んだ」と話し、何の薬かは説明していないとのこと。この件を各連携機関と情報共有している。

・大下　伸治　様～本日10：30にSW三浦氏と来所している。館内の説明に対し意欲的である。また、プログラムについて説明をすると自分の参加したいプログラムを示している。明日体験利用予定である。

・赤石　陽介　様～担当スタッフと面談を希望している。面談をしながら、体調や、今後のデイケア利用についての方向性を話し合っていく。

デイナイトケア
・鈴木　真知子様～10：10頃、玄関前の扉を開け外に出て行く様子を確認している。途中でスタッフが声を掛けるが、止まらずに歩き続けている。その為、スタッフも外に出て腕を取り歩いている。外に出た理由について「なんとなく」と話し、青山荘の前まで行き戻ろうと提案すると「うん」と話すが、止まらず進んでいる。青春の事務所前まで移動し、無断で青陽館を出たことを振り返り、戻ろうと伝えると一旦納得し体の向きを変えるが「やっぱり帰る」と話し、再度進もうとしている。制止し青陽館まで一緒に戻っている。「散歩に行きたかったの」と本人から話しあり、以降プログラムへは参加している。

今後の対策として、ドアに鈴を付け、ドアの開閉があったことが、わかるよう実施していく。

デイナイトケアの利用が難しい状態である場合は、当日の利用を中止し青風荘へ戻ることを検討する。

・倉石　ヨシエ様～排便が3日間ないとのこと。本日のデイナイトケアでは、「便がいっぱい出た」と表情良く話している。今後も排便の有無を確認していく。

・板橋　利美　様～食事の残食が目立っている。本日の昼食は、全体の1/2量摂取。「眠れない」「疲れた」と冴えない表情で話している。
ナイトケア
・特記なし
＜外来情報＞

・川口　尚良　様～風邪で身体がだるく、長谷川内科医院を受診したと話している。インフルエンザの予防接種は来月お金の準備が出来次第行うとのこと。

・平　京子　様　～体重は46.6㎏で睡眠に問題はないとのこと。眩暈も無くなったと話している。

・村上　元道　様～グループホーム世話人が同行しており、自分が思ったことをメモに書いたものを担当医に見せている。内容は東京に仕事に行きたいということであり、病状として幻聴があると話している。現在、仕事へ遅刻せずに行けているが、長期間同じ状態を続けられないと東京に行くのは難しいのではないかと説明を受けている。

・淡路　智恵子様～煙草を1日5本以上吸ってしまうと話しており、止められないと入院になるかもしれないから、その時はお願いしますと担当医に話している。

・番沢　政勝　様～どこの床屋に行こうかということや、市販の風邪薬は、何を買えばいいのか迷っていると相談している。

＜事例検討＞

カンファレンスシート（古川　富蔵様）
実施日：H28年11月9日（水）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：赤坂・工藤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

検討内容目標、計画の再検討

	氏名
	古川　富蔵様
	性別
	男
	年齢
	63
	生年月日
	S27年10月16日生

	主病名
	統合失調症
	合併症
	高血圧

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の習得、身体機能の維持・向上、対人関係の改善

作業能力の持続性・向上、病識を身に付ける

	本人希望
	定期的な外泊を行い、健康で過ごす

	家族希望
	本人への生活援助は困難で入所継続を希望。

	入院歴
	計2回（最終：H19年5月11日～H26年10月29日）

	通所歴
	　1回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：　H26年10月30日～現在　　（週5回/月～金曜日）

	その他サービス利用
	

	住居：
青風荘入所

母親　施設入所（85歳）

3人兄弟（本人・長女・次女）
	家族構成

長女：千葉在住（61歳）

次女：五戸在住（59歳）



	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳1級
	障害基礎年金1級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）
重度心身障害者医療費助成制度　受給中(負担なし･現物給付)

	備考：事例検討に必要な情報を記載
五戸町在住の妹がおり、今後本人への援助者としての協力を得ている。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	青風荘での生活を継続させる
	今後の生活の為に、自分の身の回りの事が出来るようになる
	①不安がある時は、数日後ではなくその時に相談する事が出来るようになる。
	①不安がある時はスタッフへ相談する。スタッフは不安の確認を行い、適切なアドバイスをする。疲労感の確認も行う。

	
	
	②身だしなみを整える。
	②自ら身だしなみを整える。スタッフは、状況を確認していき、意欲的に取り組めるように声掛けと評価を行っていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度％）
	今後の対応

	①不安等がある時は、数日後ではなくその時に相談する事が出来るようになる。
	達成度70％
・入院中に家族への不安から無断離院した経過があったが、現在は突発的な行動はない。母の施設入所に伴い外泊は行っていないが、デイナイトケアでは特に話して来ることはない。時折、ご家族（妹）の面会があり、その際に外出に行っているとのこと。自ら家族への不安を訴えることはない。

　今後については、いずれ実家に戻って暮らしたいと希望あるが、「家に誰もいないからな」とも話している。

・体調を確認するが「まずまずだな」と答えることが多い。

・スタッフへ相談することあるが、頻度は少なくスタッフからの声掛けで自身の思いなどを話すことあり。
	・自ら不安などを訴えることは少ない為、今後も目標を継続し、不安等の訴えが聞かれた際にはすぐ対処できるよう関わりが必要なため継続とする。

	②身だしなみを整える。
	達成度70％
・現在青風荘で介入しながら週3回洗濯と更衣を行っている。

・入浴に合わせ、下着の交換や洗濯は行うことができるようになっているが、上着やズボンについては、更衣や洗濯の頻度が少なく同じものを長く来ていることあり。本人も「1～2週間おきに取り替えている」と話している。


	・整容や入浴などは習慣化しており実施出来ているが、更衣の面で左記の通り不足が見られている。スタッフからの状況確認や、意欲的に取り組めるよう声掛けと評価が必要なため継続とする。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	青風荘での生活を継続させる
	今後の生活の為に、自分の身の回りの事が出来るようになる
	青風荘、デイナイトケアでの生活に慣れる
	不安がある時はスタッフへ相談する。スタッフは不安の確認を行い、適切なアドバイスをする。疲労感の確認も行う。

	
	
	②身だしなみを整える。
	②自ら身だしなみを整える。スタッフは、状況を確認していき、意欲的に取り組めるように声掛けと評価を行っていく


